
 

 

 

 

 

 

「すべての出会う人を幸せに」 

自分たちで創り上げた 修学旅行 

「どの活動にも『自分から』と『温かな』心で取り組む」…

これは、平田小学校の教育活動こだわりポイントです。もちろ

ん修学旅行でも、同じスタンスで臨みました。この旅行のミッ

ションは「すべての出会う人を幸せにする旅に」です。 

運動会でも大きく力を伸ばした６学年（ピース学年）の子た

ちは、もうこのミッション（内容）が出されることを予想でき

ていました。そして出発当日を迎えるまでに、「誰をどんなふう

に心地よい思いにさせることができるか」を考えて、準備し、

行動化していきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの行動にも「自分から」「温かさ」の心にあふれています。相手のことを意識し、思い

やりながら旅をすることが、自分自身を高めていったのですね。コロナ感染状況が落ち着い

てきた機会を逃さず、出発できたことを幸せに思います。 

こんな場面で幸せにできたよ 

【送り出してくださる家族に・先生方に】 

◇コロナ禍で、旅行させていただくことに対する感謝のことばを直接伝えたこと 

◇帰ってから、旅の思い出を楽しく語れたこと 

【途中で出会う方に】 

◇休憩トイレ、お土産物屋の方、山寺石段で出会う方へのあいさつは、とても喜ばれました 

【活動を支えてくださる方、スタッフの方に】 

 ◇各ガイドさん、説明してくれた方、にも感想やお礼を言えたこと 

 ◇見聞き、体験するもの全てに感動し、豊かに盛り上げていく姿がすばらしい 

◇旅館の方に「おいしかったです」と個々に伝え、過去 NO.１のあいさつ力だとほめられ 

たこと 

◇バスの運転手さん、添乗員さんに「ありがとうございました」と感謝の心を表せたこと 

【いっしょに旅をしている仲間に】 

◇それぞれの見学地の特徴や前情報を、見学地に向かうバスの中や見学地で知らせ合った 

こと→これは添乗員さんも「初めての学校です」と驚いていました。 

◇友だちと励まし合って、山寺の 1000階段を上り、心の汚れ（煩悩）を取ったこと 

◇「疲れている時こそ明るくふるまおう」…大切なことを、互いに声をかけ合ったこと 



二中生の皆さんが学校職場体験に来てくれました 

小学校で働くことの楽しさ・難しさを味わうために、子どもたちの先輩にあたる第二中学

校二年生の５名の皆さんが２日間訪れました。先生という仕事、人に向き合う仕事に興味を

持つことだけでもすばらしいことです。「平田小の先生方のように、子どもたちのよいとこ

ろを見つけられるようにがんばりたい」という感想を残してくれて、先生方自身も励まされ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 ことがら 日 曜 ことがら 

１ 月 振替休業日 16   火 ALT学習 2年校外学習 

２ 火 学校安全の日 登校班長会 17 水  

３ 水 文化の日 18 木 月例テスト 平小読書の日 歯科検診 

４ 木 代表委員会 19 金  

５ 金 職員会議 20 土  

６ 土  21 日  

７ 日  22 月  

８ 月  23 火 勤労感謝の日 

９ 火 避難訓練 24 水  

10 水 パワータイム 25 木 冬季スクールバス開始 身体計測（低） 

11 木 学校保健委員会 読書旬間（～26日）  26 金 身体計測（中） 

12 金 全校読み聞かせの会 クラブ活動 27 土  

13 土  28 日  

14 日  29 月 委員会活動 身体計測（高） 

15 月 委員会活動 30 火 ALT学習 パワータイム 

 

 

 

 

バスで下校する後輩たちを、手を振って見送ってくれました 「わからないことがあったら聞いてね」 


